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【インターネットからの検索・購入】
  http://www.rekishin.or.jp/f-guzzu.htm

【メール・ＦＡＸでの購入】
  Ｅメール：shop@rekishin.or.jp　ＦＡＸ：０４３-４８６-８００８

【友の会会員特典】

  会員証提示で５％割引

 （三省堂扱いの書籍とＳＡＬＥ商品を除きます）

歴博の書籍や図録のほか、歴博ならではのグッズや
地元のお土産品を販売しています

歴博ミュージアムショップ紹介

一般財団法人　歴史民俗博物館振興会

 

  

 
 
 

企画展ごとに発行しています。
完売すると再版の予定がありません。
ぜひ、早めにお求めください。

全国各地の博物館、１１５館、計９０２種の図録
（２０１６年１２月５日現在）を取り扱っています。
歴博ミュージアムショップでは、遠方の博物
館の図録も手にとってご覧いただくことがで
きます。

　一般財団法人歴史民俗博物館振興会は、歴博をはじめとした歴史系博物館のさまざまな活動を
支援する目的で設立されたものです。
友の会を運営する他、お土産や書籍の販売も行っています。今回は書籍を中心に紹介します。

歴博にかかわる内外の研究者の活動の中から、あまり専
門的ではないが高度でわかりやすい内容のものを選び、
市民向けの小冊子として出版されました。

最新刊として、「予言する妖怪」常光　徹（歴博名誉教授）
著があります。

歴博所蔵品から新たにオリジナルグッズを作りました！

「歴博」は歴史・考古・民俗・情報資料の最新
研究成果をわかりやすく紹介しています。
（普通会員には友の会ニュースとともに送付しています。）

マスキングテープ
「百鬼夜行」

マスキングテープ
「おばけづくし」ダブルクリアファイル

「シーボルト日本図」

企画展　特集展示　図録企画展　特集展示　図録

歴博ブックレット歴博ブックレット

全国の博物館図録全国の博物館図録

総合誌　歴博総合誌　歴博

　歴博では、食材や食事など、各時代の食に関する展示が数多く見られます。代表的なものが第４室

（民俗）入口のおせち料理です。豪華なおせち料理の数々に圧倒されると同時に、あまりにもリアルな

出来栄えは、思わず手に取ってみたくなるほどです。対照的なのが第６室（現代）の戦後闇市の代用

食です。飽食の時代の今の若い人たちには想像できないでしょうが、友の会の皆さまの中には代用食

を食べた方もおられるでしょう。

　江戸時代までは自給自足。外国から食料を輸入したのはおよそ百年前。戦前は９０％を上回ってい

た食料自給率が、わずか７０年後の現在はカロリーベースで４０％前後にまで低下しました。一昔前は

飲料水を購入することなど考えられなかった。また、外食や中食が増え家庭では冷凍食品などの加工

食品に囲まれ、現代の食生活は様変わりしました。

歴博を歩く

広報部会

各時代を特徴づける　食事のいろいろ

軍隊の食事（第６室） １９５０年代の学校給食（第６室）

中世の食事（たいけんれきはく）

おせち料理（第４室）

有名店の和洋中の数多くのおせち料理は壮観、価格表

示もある。

昔は、おせち料理にも各家に伝わる品揃えと味があっ

たものだが、近年は自分でおせち料理を作る人が減っ

て、ますます市販品に人気が出ているようです。

食材の種類は意外と豊富

米は玄米、汁の味付けは塩・味噌・ひしお

肉はカモやキジなど鳥、魚はたい・さわら・さば・えび・トコブシ・カキ

野菜はくわい・だいこん・さといも・ゴボウ・なのはな・そらまめ・シイタケ

デザートは、くり・うめ・まんじゅう

麦飯

カツレツ

ゆでキャベツ

豆腐汁

番茶

脱脂粉乳（不味かった記憶）

コッペパン（田舎では無かった）

クジラの竜田揚げ

キャベツ

庶民の行楽の弁当（第３室） 佐渡の５０回忌のお膳（第４室）

芝居や祭礼のときに

「わりご」弁当箱に入

れて持参する

お膳は故人の数よりひとつ多く備える

二人分


